
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
12
～

13
日
、
都
内
で
結
成
25
年
を

記
念
す
る
第
26
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。

松
岡
会
長
は
冒
頭
、
Ｊ
Ｒ

発
足
30
年
、
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成

25
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

Ｊ
Ｒ
総
連
が
分
裂
す
る
原

因
は
、
ス
ト
権
委
譲
の
問
題

に
端
を
発
し
た
こ
と
、
Ｊ
Ｒ

に
真
に
民
主
的
な
労
働
運
動

を
目
指
し
Ｊ
Ｒ
連
合
が
結
成

さ
れ
た
こ
と
。
先
人
先
輩
の

ご
苦
労
と
多
く
の
仲
間
の
努

力
に
よ
っ
て
諸
問
題
の
解
決

と
運
動
の
前
進
を
図
っ
て
き

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き

責
任
あ
る
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
を

進
め
る
こ
と
を
全
体
で
確
認

し
た
。

そ
の
他
、
大
き
く
５
点
に

つ
い
て
意
見
と
問
題
提
起
を

お
こ
な
っ
た
。

①
安
全
問
題
。
②
民
主
化
闘

争
勝
利
。
③
交
通
政
策
、
税

制
改
正
。
④
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働

者
の
労
働
条
件
の
向
上
。
⑤

民
進
党
ガ
ン
バ
レ
、
次
期
参

議
院
選
の
勝
利
。

【
質
疑
応
答
】

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

中
村
代
議
員
が
発
言

・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、

本
大
会
か
ら
正
規
加
盟
に
な
っ

た
感
謝
す
る
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
地
域
に
根
差
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
先
日
、

早
川
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
。

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
民
主
化

闘
争
を
叫
び
20
年
が
経
っ
た
。

三
鷹
電
車
区
事
件
、
浦
和
電

車
区
事
件
、
松
戸
車
掌
区
事

件
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
共
に

闘
っ
て
き
た
、
お
か
げ
さ
ま

で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
職
場
の
雰

囲
気
は
良
く
な
っ
て
き
た
が

私
た
ち
が
目
指
す
到
達
点
ま

で
は
達
し
て
い
な
い
。

・
繰
り
返
さ
れ
る
政
府
答
弁

で
は
、
東
労
組
の
革
マ
ル
問

題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

・
東
労
組
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
を
良
く
出
来
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
と
し

て
、
こ
の
一
年
で
組
織
拡
大

は
２
名
で
あ
る
。
現
実
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
な
が
ら
、
国

鉄
改
革
時
に
決
意
し
た
「
笑

顔
が
競
え
合
え
る
え
る
職
場
」

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
時

間
を
気
に
し
な
が
ら
組
織
が

一
丸
と
な
っ
て
Ｊ
Ｒ
連
合
と

共
に
闘
っ
て
い
く
、
宜
し
く

ご
指
導
を
お
願
い
す
る
。

【
新
役
員
】

菅
野
一
位
、
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ

オ
ン
中
央
執
行
委
員
長
が
Ｊ

Ｒ
連
合
の
副
会
長
に
就
任
し

た
。
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

Ｊ
Ｒ
連
合

第
26
回
定
期
大
会

（
結
成
25
周
年
）

責
任
あ
る
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
を

進
め
る
こ
と
を
全
員
で
確
認

本
部
は
、
６
月
５
日
（
月
）
、

福
島
県
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須

白
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
於
い

て
昨
年
に
続
き
「
本
部･

神
田

カ
ッ
プ
杯
」
を
開
催
し
た
。

多
く
の
諸
先
輩
の
参
加
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
４
０
名

が
自
慢
の
口
先
と
腕
前
を
披

露
し
な
が
ら
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
っ
た
。

自
問
自
答
し
な
が
ら
悩
む
人
。

口
は
シ
ン
グ
ル
と
ば
か
り
に
悩

ま
な
い
人
。
色
々
あ
っ
て
や
っ

ぱ
り
ゴ
ル
フ
は
面
白
い
。
特
に

悩
ま
な
い
人
は
楽
し
く
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
た
。

優

勝：

広
瀬
克
己
（
Ｎ71.

2

）

準
優
勝：

支
倉
和
則
（
Ｎ75

.4

）

３

位：

菅
野
一
位
（
Ｎ76

.0

）

本
部･

神
田
カ
ッ
プ
杯

怪
我
な
く
、
楽
し
く
、
ち
ょ
っ
と
お
疲
れ
様

木村委員長から広瀬さんへ贈呈

夏
季
手
当･

妥
結

基
準
内
賃
金
の２

．
９
１
ヶ
月
分

６
月
27
日
（
火
）
以
降
、

準
備
で
き
し
だ
い
支
給

※
回
答
書
と
は
別
に
エ
ル
ダ
ー

社
員
へ
の
精
勤
手
当
を
１
万

円
、
別
に
支
給
す
る
と
口
頭

で
の
回
答
あ
り
。

※
５
／
１
現
在
の
諸
元：

平
均
年
齢
41.

９
才

平
均
基
本
給：３

３
９
，
１
４
０
円

平
均
支
給
総
額：

９
８
７
，
０
０
０
円

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

申
６
号
（
２
月
13
日
申
入
れ
）

６
月
９
日
（
金
）
第
３
回
目

の
交
渉
で
妥
結
し
た
。



Ｊ
Ｒ
連
合
、
在
京
の
組
合

員
を
中
心
に
25
名
が
６
月
３

～
４
日(

土
、
日)

、
「
早
川

町
」
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

は
、
関
東
地
協
の
中
村
さ
ん

と
吉
田
さ
ん
の
両
名
が
参
加

し
た
。

今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
連
と
し
て

始
め
た
山
梨
県
早
川
町
の
地

域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
10
周
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
た
。
い
つ
も
の
作
業
が

終
わ
り
公
民
館
で
地
域
の
方
々

と
の
交
流
の
席
で
、
辻
町
長

よ
り
お
礼
の
言
葉
と
、
地
域

を
代
表
し
て
和
田
平
次
、
保

区
長
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ

い
た
。

ま
た
。
小
正
月
に
行
わ
れ

る
地
域
の
獅
子
舞
が
披
露
さ

れ
10
年
の
節
目
に
相
応
し
い

い
地
域
密
着
の
交
流
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
は
、

用
水
路
、
農
道
、
公
民
館
、

住
宅
裏
の
草
刈
り
や
鳥
獣
対

策
の
柵
の
補
修
等
を
お
こ
な
っ

た
。２

年
前
の
早
川
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
は
、
関
東
地
協
か

ら
中
村
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
が

参
加
し
て
い
た
。

本
社･

提
案
２
件

本
部
は
、
６
月
９
日
、
会

社
側
か
ら
２
件
の
提
案
を
受

け
た
。
今
後
、
必
要
に
応
じ

本
部
交
渉
を
行
う
。

①
扶
養
手
当
見
直
し
に
関
す

る
提
案
→
実
施
日：

平
成
29

年
10
月
１
日

②
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
会
社
に

お
け
る
業
務
範
囲
拡
大
と
労

働
条
件
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
提
案
→
実
施
日：
平
成
30

年
４
月
１
日

本
社
提
案
に
関
連
し
た
解

明
要
求
や
諸
問
題
の
解
決
に

向
け
た
意
見
の
集
約
は
、
各

地
本
や
各
部
会
が
取
り
ま
と

め
、
本
部
ま
で
要
約
し
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
交
渉
速
報
や
エ
ル
ダ
ー

制
度
の
実
態
調
査
に
し
た
が
っ

て
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
細
部
別
途
）
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Ｊ
Ｒ
連
合
「
早
川
町
」
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
「
早
川
町
」
保
集
落
）

全
国
交
運
共
済
生
協
（
交

運
共
済
）
が
５
月
18
日
か
ら

21
日
に
か
け
て
「
30
周
年
記

念

台
湾
の
旅
」
を
企
画
し
、

全
国
か
ら
交
運
共
済
の
役
員
・

会
員
３
２
３
名
が
参
加
し
た
。

東
北
か
ら
は
橋
本
副
本
部

長
を
は
じ
め
私
（
栃
窪
Ｊ
Ｒ

連
合
福
島
県
協
議
長
）
も
含

め
て
９
名
が
参
加
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
認
可
す
る

職
域
共
済
事
業
は
一
つ
の
事

業
所
（
会
社
な
ど
）
一
つ
の

共
済
を
職
域
共
済
事
業
と
し

て
許
可
し
て
い
た
。
Ｊ
Ｒ
発

足
以
前
の
国
鉄
で
は
当
時
の

厚
生
省
が
認
可
す
る
職
域
共

済
は
国
労
共
済

だ
け
で
あ
っ
た
。

国
労
共
済
は
Ｊ

Ｒ
発
足
を
機
に

「
全
国
交
運
共

済
生
協
」
に
名
称
変
更
し
ス

タ
ー
ト
し
た
。
一
時
は
会
員

数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
厳
し
い
状
況
が
あ
っ
た

が
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

Ｊ
Ｒ
連
合
が
結
成
さ
れ
る
と

交
運
共
済
と
業
務
委
託
協
定

を
締
結
し
、
今
日
の
発
展
に

繋
が
っ
た
。
あ
れ
か
ら
30
年

の
時
を
経
て
現
在
の
交
運
共

済
の
姿
が
あ
る
。

今
回
の
台
湾
の
旅
の
メ
イ

ン
は
５
月
19
日
に
開

催
さ
れ
た
「
皆
さ
ん

と
歩
ん
だ
30
周
年
こ

れ
か
ら
も
交
運
共
済

と
共
に
！
感
謝
の
夕

べ
」
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
交
運
共
済

の
30
年
を
会
場
に
用

意
さ
れ
た
ス
ク
リ
ー

ン
で
振
り
返
り
、
坪

井
理
事
長
は
「
加
盟

組
合
の
ご
理
解
ご
協

力
と
組
合
員
の
皆
様

に
支
え
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
あ
り
ま

す
」
と
謝
意
を
の
べ

た
。
今
回
参
加
し
た

３
２
３
名
が
一
同
に
会
す
る

の
は
こ
の
集
い
で
会
場
は
終

始
和
や
か
な
中
で
進
め
ら
れ

た
。今

回
の
旅
の
記
憶
に
残
る

も
の
は
台
北
市
内
の
朝
か
ら

賑
わ
う
行
天
宮
、
花
蓮
の
タ

ロ
コ
峡
谷
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲

気
の
九
分
、
蒋
介
石
の
大
き

な
像
が
あ
る
中
正
記
念
堂
で

あ
っ
た
。
ま
た
台
湾
に
は
日

本
統
治
時
代
に
造
ら
れ
た
様
々

な
建
物
が
今
で
も
大
事
に
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
た
。
総
統
府
・
台
北
大

学
・
裁
判
所
な
ど
沢
山
あ
る
。

東
北
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
と
共
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
東
北

地
協
の
ご
支
援
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
歩
ん
だ
３
０
周
年

こ
れ
か
ら
も
交
運
共
済
と
共
に

み
ん
な
ア

～
集
ま
れ
～

中
央
本
部

第
５
回
定
期
大
会

平
成
29
年
７
月
10
日(

月)

12
時
30
分
か
ら

東
京
都
田
町
交
通
ビ
ル


